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寄附金
647万円（0.1％）

町　税 
19億2,571万円
（23.1％）

地方譲与税
2億7,801万円
        （3.3％）

国庫支出金 
2億2,231万円（2.7％）

使用料及び手数料
1億3,831万円
　　　（1.7％）

地方消費税交付金 
 1億8,909万円（2.3％）

分担金及び負担金
1億8,154万円
　　　（2.2％）

その他
2億837万円（2.4％）

財産収入
4,335万円（0.5％）

繰越金
2億6,557万円
　　  （3.2％）

諸収入
2億2,265万円
　　　（2.7％）

地方交付税
32億6,035万円
（39.2％）

町　債
5億6,460万円
（6.8％）

県支出金
5億6,319万円
     （6.8％）

歳入決算額
83億2,257万円

繰入金
2億5,304万円
　　　（3.0％）

　

今
回
の
決
算
は
、
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珂
川
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て
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。
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ま
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水
道
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一
般
会
計
決
算
の
概
要

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
次
に
町
税
、
３
番
目
に
臨

時
財
政
対
策
債
や
過
疎
対
策
事
業

債
な
ど
の
町
債
で
す
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
と
自
主
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源
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成
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れ
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ま
し
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。

　

歳
出
で
1
番
多
い
の
は
民
生
費

で
、
各
種
の
福
祉
事
業
や
子
育
て

支
援
事
業
費
で
す
。
次
に
教
育

費
、
３
番
目
に
総
務
費
で
、
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ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
が
主
な
も
の
で
す
。

特 別 会 計 ・ 公 営 企 業 会 計

　　　　　  　  区　分　
　会計名 

決　　　　算　　　　額

歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険 20億4,887万円 19億990万円 1億3,897万円

老 人 保 健 18億9,172万円 18億3,218万円 　　5,954万円

介 護 保 険 9億6,262万円 8億8,765万円 7,497万円

下 水 道 事 業 4億8,759万円 4億7,589万円 1,170万円

農業集落排水事業 5,097万円 4,826万円 271万円

簡 易 水 道 事 業 1億9,510万円 1億8,143万円 1,367万円

ケーブルテレビ事業 4億7,563万円 4億3,938万円 3,625万円

合　　　　　計 61億1,250万円 57億7,469万円 3億3,781万円

水道事業
収益的収支 2億6,128万円 2億4,222万円 1,906万円

資本的収支 2,080万円 1億2,874万円 △1億794万円

※決算額については、万円未満の端数を四捨五入しています。

　

平
成
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年
度
那
珂
川
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の
一
般
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計
、
各
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別
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計
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び
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業
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計
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算
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、
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月
５
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ら
９
月
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日
ま
で
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わ
れ
た
第
５

回
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

ケーブルテレビ事業

学校給食センター

18
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  議会費
  1億1,634万円
　　　　（1.5 ％）商工費

2億6,955万円
         （3.5 ％）

災害復旧費 
3,039万円（0.4 ％）

消防費
 4億1,512万円
         （5.4 ％）

農林水産業費
4億2,855万円
       （5.5 ％）

土木費
6億8,526万円
（8.8 ％）

衛生費
8億8,253万円
（11.4 ％）

公債費
11億772万円
（14.3 ％）

総務費
11億4,155万円
（14.7 ％）

教育費
 12億2,414万円
（15.8 ％）

民生費
14億4,842万円
（18.7 ％）

歳出決算額
77億4,957万円

維持管理費
3,434万円（0.4％）

積立金 
9,386万円 
   （1.2％）

災害復旧事業費
3,039万円（0.4％）

貸付金
1億536万円
     （1.4％）
扶助費
4億5,447万円
       （5.9 ％）

普通建設事業費
 7億2,097万円
（9.3 ％）

物件費
 ９億6,883万円
（12.5％）

繰出金
 9億7,537万円
（12.6％） 補助費等

10億5,461万円
（13.6％）

公債費
 11億770万円
（14.3％）

人件費
 22億367万円
（28.4％）

歳出決算額
77億4,957万円

目 的 別

性 質 別

平成18年度一般会計の主な事業
総　務　費
　・町議会議員選挙費	 1,002万円
　・ケーブルテレビ事業特別会計繰出金	
	 1億8,390万円
　・減債基金積立金						　　　　　				 5,004万円
民　生　費
　・障害者福祉費	　　　　　　	 2億1,001万円
　・特別養護老人ホーム補助金　　　	 	4,034万円
　・児童手当、遺児手当給付事業費		1億1,601万円
　・放課後児童クラブ運営事業費　　　　		654万円
　・こども医療費助成事業費	　　　　　	2,501万円
衛　生　費
　・母子保健、予防接種及び結核予防対策事業費	
	 2,465万円
　・老人保健（生活習慣病等予防対策）事業費	
	 6,036万円
　・合併処理浄化槽設置補助金		　				 2,430万円
　・ごみ収集対策事業費			　　	　				 2億155万円
　・し尿処理対策事業費																 8,636万円

農林水産業費
　・中山間地域等直接支払交付事業費				2,696万円
　・県単土地改良事業費																 3,985万円
　・南部地区中山間地域総合整備事業費		7,844万円
　・森林整備地域活動支援交付事業費　		1,310万円
土　木　費
　・道路等維持補修費	　　　　　　　	 2,080万円
　・道路改良事業費	　　　　　	 2億5,118万円
　・都市計画費　　　　　　　　　　	 	1,529万円
　・町営住宅等管理費　	　　　　　	 　2,560万円
消　防　費
　・消防管理運営費　　　　　　	　	4億1,348万円
　・消防施設整備事業費　　　　　	　　			143万円
教　育　費
　・学校給食センター改修工事費	　	　　7,399万円
　・青少年海外体験学習事業、国際交流事業費
		 1,150万円
　・美術館管理運営費	　　　			 　　　2,337万円
　・町民スポーツ振興費　　　　	　　　	1,093万円
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那珂川町職員の
給与・定員管理などの状況を紹介します
　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて公表します。

　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規定に基づき、

町議会の議決を経て条例等で定められています。

（1）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 単位：人

部　　門
職　　員　　数 対　前　年

増　減　数平成18年 平成19年
一 般 行 政 192 189 △ 3
特 別 行 政 71 69 △ 2
公営企業等会計 26 28 2

合　　計 289 286 △ 3
※広域行政事務組合派遣職員を含まず、教育長を含む。

１．職員数の状況
（2）年齢別職員構成の状況（H19.4.1 現在） 単位：人

20～ 24～ 28～ 32～ 36～ 40～
23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳

職員数 4 11 20 26 13 15
44～ 48～ 52～ 56～ 60歳 合 計47歳 51歳 55歳 59歳 以上

職員数 40 53 61 42 0 285
※広域行政事務組合派遣職員及び教育長を含まず。

（3）一般行政職の級別職員数の状況（H19.4.1 現在） 単位：人

区 分 標 準 的 な 職 務 職員数 構成比
６級 課長等の職務 20 10.9%
５級 主幹、課長補佐の職務 25 13.7%
４級 課長補佐､ 係長の職務 70 38.3%
３級 係長､ 主査の職務 46 25.1%
２級 主事の職務 15 8.2%
１級 主事、主事補の職務 7 3.8%

（1）定員適正化の目標と進捗状況 単位：人

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年
（１年目） （２年目） （３年目） （４年目） （５年目） （終　年）

職 員 数 300 291 288 285 274 266

対前年増減 － △ 9 △ 3 △ 3 △ 11 △ 8
※広域行政事務組合派遣職員を含み、教育長を含まず。　

２．定員管理の状況

（2）部門別職員数の推移状況（各年 4.1 現在） 単位：人

区　分
部　門

　　　　　職　　員　　数　　　（人） 　　　　　対 前 年 増 減 数　　（人）
平成17年 平成18年 平成19年 平成17年 平成18年 平成19年

福 祉 関 係

除 く  

一 般 行 政

議 　 会 5 4 3 0 △ 1 △ 1
総 　 務 63 53 53 △ 1 △ 10 0
税 　 務 14 13 11 0 △ 1 △ 2
農 　 水 23 28 29 2 5 1
商 　 工 4 7 6 0 3 △ 1
土 　 木 13 10 11 △ 1 △ 3 1
小 　 計 122 115 113 0 △ 7 △ 2

福 祉 関 係
民 　 生 61 62 63 △ 1 1 1
衛 　 生 18 15 13 △ 1 △ 3 △ 2
小 　 計 79 77 76 △ 2 △ 2 △ 1

一 般 行 政 計 201 192 189 △ 2 △ 9 △ 3

特 別 行 政
教 　 育 74 71 69 0 △ 3 △ 2
小 　 計 74 71 69 0 △ 3 △ 2

公 営 企 業 等

水 　 道 8 9 9 △ 1 1 0
下 水 道 4 5 4 0 1 △ 1
そ の 他 15 12 15 0 △ 3 3
小 　 計 27 26 28 △ 1 △ 1 2

総 　 　 合 　 　 計 302 289 286 △ 3 △ 13 △ 3
※広域行政事務組合派遣職員を含まず、教育長を含む。平成17年は馬頭町と小川町の職員数を合計したもの。



（2）職員給与費の状況（当年度一般会計予算額） 単位：千円

職員数
Ａ

給　　与　　費 １人当た
り給与費

B/A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ

263人 1,107,525 78,107 451,231 1,636,863 6,224

※職員手当には退職手当を含んでいません。　　　　　

5 広報なかがわ　平成19年10月10日

（1）人件費の状況（前年度普通会計決算額） 単位：千円

住民基本
台帳人口

歳出額 実質収支 人件費 人件費率
Ａ Ｂ Ｂ / Ａ

H19.3.31 現在 　　％
20,039 人 8,005,870 535,158 2,254,125 28.2 

※職員給与、特別職給料及び報酬等が含まれています。

（3）職員の平均給料月額の状況（H19.4.1 現在）

区　　　分 平 均 年 齢 平均給料月額
一 般 行 政 職 45.9歳 351,400円
技 能 労 務 職 53.6歳 313,000円

３．職員の給与の状況

（4）初任給の状況（H19.4.1 現在）

区　　　分 初　任　給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 159,700円 176,800円
高校卒 138,400円 148,000円

技能労務職 高校卒 135,600円 145,100円
（5）経験年数･学歴別平均給料月額の状況  （H19.4.1 現在）

区　　　分 経験年数
10 ～ 14 年

経験年数
15 ～ 19 年

経験年数
20 ～ 24 年

一般行政職
大学卒 266,800 円 308,100 円 360,700 円
高校卒 239,000 円 278,700 円 339,700 円

技能労務職 高校卒           － 251,800 円 256,900 円

◆給与抑制措置としての減額   

　那珂川町では、給与抑制措置として、次のとおり減
額支給しています。    

　①特別職給料  10％削減 
　②特別職期末手当 10％削減   
　③管理職手当  50％削減

（1）期末・勤勉手当の状況（H19.4.1 現在）

区　　　分 内　　　容 国の制度との比較

期 末 手 当 3.00月分 同　じ

勤 勉 手 当 1.45月分 同　じ

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

４．職員の手当の状況
（2）退職手当の状況（H19.4.1 現在）

区　　分 内　　容 国の制度との比較
自己都合退職　

同　　じ
勤 続 20 年 23.50月分
勤 続 25 年 33.50月分
勤 続 35 年 47.50月分
最高限度額 59.28月分

勧奨･定年退職

同　　じ
勤 続 20 年 30.55月分
勤 続 25 年 41.34月分
勤 続 35 年 59.28月分
最高限度額 59.28月分

※定年前早期退職者に対する特例措置有り（3 ～ 30％）
※職の職制上の段階、職務の級等による職員の区分に応
　じた調整額の加算有り

（3）その他の手当の状況（H19.4.1 現在）

名　　称 内　　　　　容

特 殊 勤 務
手 　 　 当

　著しく危険、不快、不健康または困難な
勤務等に従事する職員に対して支給される
手当で、滞納整理事務、用地取得等交渉業
務、汚物等処理作業などがあります。

時 間 外
勤 務 手 当

　正規の勤務時間外に勤務することを命ぜ
られた職員に、その勤務した時間数に応じ
て支給される手当です。

扶 養 手 当

配偶者　　　　　　　 　　  月　13,000円
配偶者以外の扶養親族　
　　　　　　　    月　6,000円～11,000円
満16歳から満22歳
までの子の加算　　　  　　 月 　　5,000円

住 居 手 当

持ち家　　　  　　　　       月　　2,500円
（新築、購入後５年間）
借家・借間　　         月額上限　27,000円
（家賃月額12,000円を超える場合）

通 勤 手 当
電車・バス通勤者　　　　実費額　
自家用車通勤者  
                        月  2,000円～24,500円

(1) 勤務の状況  （H19.4.1 現在）

１ 週 間 の 勤 務 時 間 40時間
１ 日 の 勤 務 時 間  ８時間
執 務 時 間 　8:30～17:30
休 憩 時 間  12:00～13:00

５．職員の勤務時間その他の勤務条件
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祝 

敬
老

　

矢
又
地
区
で
は
９
月
16
日
、
矢

又
農
村
活
性
化
施
設
で
「
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会

祝
賀
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」
が
開
催
さ
れ
、
48
人
の

方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
行
政
区
長
の
あ
い
さ

つ
後
、「
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
支
え
あ
い
な
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ら
、
健
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で
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心
し
て
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き
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ま
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り
を
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ま
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り
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」

と
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
屋
外
で
交
通
指
導
員

に
よ
る
講
話
を
聴
き
、
地
元
の
防

火
ク
ラ
ブ
や
育
成
会
会
員
に
よ
る

手
打
ち
う
ど
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
地
区
で
は
富
山
集

会
所
で
開
催
さ
れ
、
64
人
が
出
席

し
、
那
須
塩
原
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
し
づ
く
の
会
」に
よ
る
琴
の
演

奏
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
お

う
と
那
珂
川
町
敬
老
会
が
９
月
16
、
17
日
の
２
日
間
、
町
内
19
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
頭
地
区
で
は
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、

各
行
政
区
な
ど
が
主
催
し
た
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
小
川

地
区
で
も
各
行
政
区
長
で
構
成
さ
れ
た
敬
老
会
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

小
川
地
区
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
招
待
者
は
昨
年
よ
り

95
人
多
い
、
３
、２
２
７
人
で
す
。

　

各
行
政
区
や
敬
老
会
実
行
委
員
会
で
は
敬
老
の
日
に
際
し
、
75
歳
以
上

の
方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
で
は
、
あ
じ
さ
い
ホ

ー
ル
で
「
小
川
地
区
敬
老
会
」
が

開
催
さ
れ
、
１
、０
１
４
人
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
石
川
粂
和
実
行
委
員

長
並
び
に
川
崎
町
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
記
念
品
及
び
敬
老
祝
金

が
招
待
者
を
代
表
し
て
藤
澤
祐
子

さ
ん
（
三
輪
）
と
坂
田
於
莵
吉
さ

ん
（
小
川
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
保
育
園
児
に

よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
子
ど
も
太
鼓

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か

た
く
り
の
郷
」
で
は
17
日
、
初
め

て
の
「
敬
老
の
日
祝
賀
会
」
が
開

催
さ
れ
、
入
所
者
25
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

地
元「
那
珂
川
町
中
央
福
寿
会
」

の
船
見
渡
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
伊
藤
幸
文
化
部
長
の
司
会
進

行
の
も
と
、
会
員
に
よ
る
踊
り
や

唄
、ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、み
ん
な
で
「
小
川
音
頭
」

を
踊
る
な
ど
、
入
所
者
も
手
拍
子

を
合
わ
せ
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

 

ご
長
寿
ラ
ン
キ
ン
グ

110
歳　

岡　
　

モ
ト
さ
ん  

（
大　

内
）

104
歳　

磯
田　

ク
メ
さ
ん  

（
馬　

頭
）

101
歳　

矢
口
ジ
ョ
ウ
さ
ん  

（
馬　

頭
）

100
歳　

遠
藤　

德
治
さ
ん  

（
矢　

又
）

100
歳　

笹
沼　

信
義
さ
ん  

（
小　

砂
）

99
歳　

大
嶹　

ユ
キ
さ
ん  

（
薬　

利
）

99
歳　

鶴
蒔　

ミ
ツ
さ
ん  

（
小　

川
）

99
歳　

荒
井
富
美
子
さ
ん  

（
馬　

頭
）

99
歳　

大
金　

チ
ヨ
さ
ん  

（
小　

口
）

矢又地区敬老会ご夫婦出席者
阿久津　潔さん・ヨシさんご夫妻

富山地区敬老会ご夫婦出席者
高野　功さん・タイさんご夫妻記念品を受ける藤澤祐子さん

中央福寿会会員の踊りが
披露された「かたくりの郷」
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平
成
20
年
４
月
か
ら

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す

　

現
在
、75
歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加
入
し
な
が
ら
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
っ

て
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
制
度
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

す
べ
て
の
被
保
険
者
が
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、扶
養
者
、

被
扶
養
者
と
区
別
せ
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

保
険
料
率
は
、
原
則
と
し
て
県
内

で
統
一
さ
れ
ま
す

　

栃
木
県
内
で
は
、
ど
の
市
町
に

お
住
ま
い
で
も
、
原
則
と
し
て
同

じ
保
険
料
率
に
な
る
予
定
で
す
。

保
険
料
率
に
関
し
て
は
、
現
在
、

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
お
い
て
、
検
討
中
で
す
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

年
間
の
年
金
受
給
額
18
万
円
以

上
の
方
の
保
険
料
は
介
護
保
険
と

同
様
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
保
険
料
を

納
め
に
金
融
機
関
窓
口
に
行
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
か
ら
天
引
き
で

き
な
い
方
は
、
直
接
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
保
険
年
金
係　
　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

老人保健法による医療制度 後期高齢者医療制度
（平成20年3月31日まで） （平成20年4月1日から）

運 営 主 体 町
県内の全市町が加入する栃木県後
期高齢者医療広域連合

対 象 者
75歳以上の全ての方（65歳
以上の一定の障がいのある
方）

左記に同じ

医 療 保 険
国民健康保険、社会保険等
の健康保険に加入

国民健康保険、社会保険等の健康
保険から離脱し、後期高齢者医療
制度の対象者になります

保 険 料
加入する医療保険に保険料
を支払います

後期高齢者医療広域連合に保険料
を支払います（ただし、保険料の
徴収業務は町が行います）

患者の窓口負担
1割負担
（現役並所得者は3割負担）

左記に同じ

土
石
流
に
備
え
砂
防
堰
堤
、護
岸
工
事
に
着
手  　

健
武
地
区
仲
沢

　

大
雨
に
よ
る
土
石
流
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
９
月
か

ら
健
武
地
内
の
武
茂
川
支
渓
仲
沢

に
お
い
て
、
砂
防
施
設
整
備
に

着
手
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
堰え
ん

堤て
い

工
（
幅
36
ｍ
、
高

さ
６
・
５
ｍ
）
を
実

施
し
、
そ
の
後
、
平

成
23
年
３
月
ま
で
に

護
岸
工
事
（
延
長

２
６
０
ｍ
）
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

周
辺
の
皆
さ
ま
に

は
そ
の
間
、
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
烏
山
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
部

☎
０
２
８
７―

８
３―

１
３
１
７

住民と行政との　　　　　　
　　　協働によるまちづくり

～町民フォーラムのご案内～
　住民と行政の協働によるまちづくりについ
て、町民フォーラムを開催します。どなたでも
無料で入場できます。ぜひ、ご参加ください。
日時　11月10日（土）午後１時30分
会場　小川総合福祉センターあじさいホール
内容　
　第１部　基調講演：古口達也氏（茂木町長）
　第２部　パネルディスカッション
　　コーディネーター
　　　　　藤本信義氏（宇都宮大学名誉教授）
　　パネリスト：鈴木紀六氏（町民代表）
　　　　　　　吉澤通夫氏（町民代表）
　　　 　　　　小室定子氏（行政代表）



事
業
者

・
レ
ジ
袋
や
過
剰
包
装
等
の
提
供

を
で
き
る
だ
け
控
え
る
よ
う
に
す

る
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
提
供

を
図
る
。

行　

政

・
協
力
要
請
等
を
す
る
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
１
１
４
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目　

標

①
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
買
い
物

ご
み
の
発
生
に
つ
な
が
る
レ
ジ
袋

の
利
用
や
過
剰
な
包
装
等
を
削
減

す
る
た
め
に
行
動
す
る
。

②
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
普
及

を
通
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
。

消
費
者

・
買
い
物
に
は
、
買
い
物
袋
や
ふ

ろ
し
き
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
や
過

　

「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
身
近
な
生
活
の
中
で
で
き

る
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、
10
月
の
３
Ｒ
推
進
月

間
に
合
わ
せ
、環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
を
全
国
的
に
促
す
も
の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
」
を

サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
消
費
者
、
事
業
者
及
び
行
政
に
よ
る
県
内
統
一
行
動
と

し
て
、「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
は
「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す

剰
包
装
等
を
辞
退
す

る
。

・
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

や
再
生
品
等
、
環
境

に
や
さ
し
い
商
品
を

購
入
す
る
。

「
き
き
ま
す
、と
ど
け
ま
す
、

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
」

　

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　

10
月
15
日
～
10
月
21
日

　

さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動

の
一
環
と
し
て
福
祉
ま
つ
り
で
の

福
祉
相
談
会
と
合
同
で
、
特
設
行

政
相
談
会
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
の
困
っ
た
こ

と
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を

解
決
す
る
手
助
け
を
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

特
設
行
政
相
談
会

日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

内
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

な
お
、
相
談
週
間
中
、
町
の
行
政

相
談
委
員
及
び
行
政
相
談
窓
口
で
も

相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
行

政
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

馬
頭
地
区
担
当　

平
澤
秀
子
氏

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
５
５
７

小
川
地
区
担
当　

守
谷
次
男
氏

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
１
６
９

ケビン・ブラックバーン

第2話　「ホームグラウンド」
　このコラムを書いている時期は９月の中旬ですが、まだ
暑い日が続いています。先日、暑気払いのために職場の仲
間と一緒に宴会を企画しました。当日の夕方、我々は歩い
て出かけました。僕の上司の「川沿いで行きましょう」と
の提案に、皆で観光ルートを通って宴会場まで行きました。
　武茂川は僕の職場と自宅のすぐそばですが、地域のゴミ

で身近なものを見ようと思い直したら、意外に色々な発見
がありました。
　僕の勤務先である山村開発センターの前に最初の発見が

拾いを除き川岸はほとんど通りませ
ん。しかし、その日川の美しさが目
に留りました。
　この「那珂川町再発見」のコラム
を計画したとき、町の隅々まで出歩
くことを想像しましたが、やはり僕
の考え方は未熟でした。那珂川町を
再発見するためには、まずは自分の
ホームグラウンドから始めるべきだ
と改めて思いました。
　17 年前に来町したばかりの目線

ありました。僕はいつも「上を
向いて歩こう」としていますが、
視線を様々な方向に向けてみる
と、歩道からの左下に、ピンク
色の生地が目に入りました。よ
く見てみると、かなり褪

あ

せた赤
いマントを被

かぶ

ったお地蔵様がい
ました。道路沿いのゲートを開
け、階段を降りてみたとき、こ
れはお墓かと思いました。しか
し、これはお墓ではなく、「内神」
と近所のお友だちに教わりました。
　何百回とこの前を通っていたにもかかわらず、今日まで
このお地蔵様に気がつくことができませんでした。
　この身近な冒険から貴重な教訓を得ることができました。
「隣の芝生は青い」とよく言いますが、自分の「芝生」を新
たな目で見ると、「青い」ところはかなりあります。身の回
りの魅力はこのコラムに最初に紹介するには、とてもすて
きな再発見となりました。

※
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ィ
ー
ス
（
減
量
）
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

リ
デ
ィ
ー
ス
は
、
ご
み
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
も
の
を
製
造
・
加
工
・

販
売
す
る
こ
と
。
リ
ユ
ー
ス
は
、
も
う
一
度
使
え
る
も
の
は
ご
み
と
し
て
廃
棄
し
な
い
で
再
利
用

す
る
こ
と
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
も
、
再
生
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と
。

※
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
24
）

　

今
回
も
、先
進
地
視
察
先
の
１
つ
で
あ
る
、埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼

玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
の
公
園
緑
地
施
設
と
総
合
的
資
源
循
環

型
モ
デ
ル
施
設 

「
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
」
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま

す
。

　

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
元
年
か
ら
埋
め
立
て
を
開

始
し
、
す
で
に
４
つ
の
区
画
で
埋
め

立
て
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
１・
２

号
区
画
は
公
園
緑
地
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
、陸
上
競
技
の
４
０
０
ｍ

ト
ラ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
で
き

る
多
目
的
広
場
の
ほ
か
、
寄
居
町
が

一
望
で
き
る
展
望
台
、
あ
ず
ま
や
等

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

体
育
館
も
整
備
さ
れ
地
域
住
民
に

解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
調
節
池
の
周
辺
に

は
水
辺
テ
ラ
ス
や
遊
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園
内
に
は

桜
、
つ
つ
じ
等
の
花
木
が
植
栽
さ

れ
、
周
辺
の
自
然
と
調
和
し
た
美

し
い
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
公
共
機
関
が
関
与

す
る
全
国
初
め
て
の
総
合
的
資
源

循
環
型
モ
デ
ル
施
設
「
彩
の
国
資

源
循
環
工
場
」
が
あ
り
ま
す
。
県

で
は
、
こ
こ
を
拠
点
に
「
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」（
廃
棄
物
を
徹
底

分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
単
純
な
焼
却
や
単
純
埋

め
立
て
に
よ
っ
て
処
分
す
る
産
業

廃
棄
物
を
な
く
す
こ
と
）
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
９
社
が
、
食
品
残
さ

や
建
設
廃
棄
物
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、

肥
料
や
再
生
骨
材
、
固
形
燃
料
な

ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
ほ
か
、

ゴ
ミ
発
電
に
よ
り
電
力
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
工
場
で
は
、

雨
水
利
用
と
工
場
排
水
の
ク
ロ
ー

ズ
・
シ
ス
テ
ム
（
循
環
利
用
）
を

採
用
し
、
水
使
用
量
と
環
境
負
荷

の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
等
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
抑
制
と
廃
棄

物
を
利
用
し
て
新
た
な
製
品
を
生

み
出
す
努
力
が
行
政
と
民
間
協
力

の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場についての相談窓口は毎月第 1 水
曜日に開設しています。町民の皆さまの疑問にお答
えし、ご意見やご要望をお伺いしています。相談日
以外でも県または町にご相談ください。
相談日時　11 月 7 日（水）午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階第３会議室
問い合わせ

　県　馬頭処分場整備室　☎０２８－６２３－３２２７
　町　環境整備対策室　　☎０２８７－９２－１１１０

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果
をお知らせします。
調査項目　ダイオキシン類
採 水 日　平成 19 年６月 11 日
採水場所　１周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　   　（2）小口川上流
　　　　　　（3）周辺人家井戸２ヵ所
　　　　　２ 投棄現場
　　　　　　 投棄地下流側浸出水
調査結果 → 周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については環境整備対策室（☎０２８７－９２
－１１１０）にお問い合わせください。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
平成19年度年間変動調査分

ダイオキシン類

最終処分場視察を実施します
視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）
　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）
　　　　  その他、要望の施設
対 象 者　町内に住所を有する団体・グループ・個人
申し込み　環境整備対策室　☎０２８７－９２－１１１０
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。
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25

「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ

高度情報化推進室　☎０２８７－９２－１１０８

Ｑ１．将来、テレビはすべてデジタル
放送になると聞きますが、現在のテレ
ビはいつまで見ることができますか？

　平成23年（2011年）７月24日ま
で、現在のアナログ放送は、引き
続き実施されることになっていま
す。平成23年（2011年）７月25日
以後、アナログ放送はなくなり、
すべてデジタル放送となります。
那珂川町では、テレビ放送のデジ
タル化に対応するため、平成18年
度から３ヵ年で、ケーブルテレビ
施設の整備を実施しています。平
成21年４月から順次、デジタル放
送再送信などの各種のサービスを
提供する予定です。

Ｑ２．アナログ放送では、テレビが見えていたのに、デジタル放送が
受信できないのはどうしてですか？

　デジタル放送は十分な強さの電波を受信できれば、アナログ放送と
比較して高画質の映像をお楽しみいただくことができます。一方、ア
ナログ放送と大きく異なる性質として、デジタル放送の場合、地形等
の影響や放送電波の送信所からの距離により、電波が弱くなる地域で
は急激に受信できなくなります（「クリフエフェクト」と呼ばれてい
ます）。この結果、アナログ放送では見えていたテレビが、デジタル
放送では受信できないというケースが発生する場合があります。その
場合、アンテナの高さの調整、高利得アンテナへの変更、受信ブース
ターを設置するなどの方法により、受信改善が期待できる場合もあり
ますが、詳しくは電気店などに相談してください。那珂川町では、か
なりの地域で電波を良好に受信できなかったり、完全に受信できない
恐れがあるため、安定した電波を受信するためにケーブルテレビへの

加入をお勧めいたします。アンテナやデジタルチューナーなどを買い
揃えても、電波が弱かったり、電波が届かない場合については、無駄
な投資となってしまいます。
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Ｑ３．私の家は矢板中継局の受信エリアなのですが、テレビを
設定したところ、一部のチャンネルが受信できません。なぜで
しょうか？ また、どうすればよいでしょうか？

　一部のチャンネルが受信できないことから、全体的にデジタル

の電波が弱いものと思われます。テレビで各チャンネルの受信強

度を確認してください。電波信号強度が60以上になるように調整

が必要です。受信状況の改善方法としては、次のようなことが考

えられます。

　①テレビで各チャンネルの受信強度を表示して、アンテナの方向

　　を調整し受信レベルが最大になる方向に合わせる。微妙な方

　　位でもかなりの差が生じます。

　②受信アンテナを利得の高いものに交換する。アンテナの長さが

　　長い方が利得が大きくなり、電波を強く受信できます。

　③受信アンテナの地上高を高くする。アンテナを高くすること

　　により、地形や遮
しゃ

蔽
へい

物
ぶつ

などの影響を受けにくくなります。

　④アンテナからテレビまでのケーブルを損失の少ない同軸ケー

　　ブルに換える。デジタルの電波はUHF帯を使用しています

　　ので、アナログで使用しているＶＨＦ帯に比べるとケーブル

　　損失が大きくなり、当然、テレビに入る電波は弱くなります。

　⑤受信ブースターを取り付けて、アンテナからの電波を強くする。

　⑥アンテナ（受信点）の場所を電波の強く受信できる場所に移

　　動する。

　以上のような改善方法が考えられますが、それでも受信できな

い場合は、デジタル放送は映りません。アナログ放送が終了する

平成23年７月25日以降は完全にテレビが見られなくなります。那

珂川町内の多数のご家庭でテレビが見られなくなる可能性が極め

て高いため、町は、ケーブルテレビ施設の整備を実施しているも

のです。

Ｑ４．衛星放送の映像障害はあり
ますか？

　衛星放送（BS・CS放送）は、雷
雨や豪雨のような強い雨が降った
り、雪が受信用アンテナに付着す
ると放送電波が弱くなり、一時的
に画面の乱れや音声に雑音が出た
り、ひどい場合には全く受信でき
なくなることがあります。これは
気象条件によるものです。また、
春分の日や秋分の日の前後20日程
度は人工衛星が地球の陰になるた
め、深夜一時的に電波が止まり放
送が受信できない場合がありま
す。

Ｑ５．BS・CS 放送が映らなくて
困っているのですが？

　南西方向の上方に、木や建物な
どの障害物はありませんか。南西
方向に障害物があると衛星からの
電波が遮られて受信できません。
晴天時の午後２～３時ごろに直射
日光があたる場所にアンテナを設
置してください。樹木などによ
り、アンテナのディッシュ部に日
陰ができる場所では受信できませ
ん。
　ケーブルテレビへの加入をお勧

めします。

ディッシュ部

ディッシュ部に
影ができたらNG！

東

南

西
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生
活
を

　
　

チ
ェ
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ク
し
ま
し
ょ
う
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す
。
ま
た
、
ピ
ー
マ
ン
・
に
ん
じ

ん
・
ほ
う
れ
ん
草
等
の
緑
黄
色
野

菜
は
、
脂
質
や
糖
質
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
か
え
て
く
れ
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

○
運
動
面

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
ラ
ジ

オ
体
操
等
の
有
酸
素
運
動
は
、
効

率
よ
く
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
の

で
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
予
防
・
解

消
す
る
た
め
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
１
日
20
～
30

分
間
、
う
っ
す
ら
と
汗
を
か
く
程

度
の
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
次
の
10
項
目
に
つ
い

て
、
現
在
の
自
分
の
生
活
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
チ
ェ
ッ

ク
が
付
い
た
す
べ
て
が
太
り
や
す

い
要
因
で
す
か
ら
、
今
す
ぐ
、
生

活
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
間
食
を
よ
く
す
る

②
食
べ
る
の
が
早
い

③
食
事
は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ

　

な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い

④
濃
い
味
付
け
が
好
き

⑤
甘
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る

⑥
緑
黄
色
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

⑦
運
動
の
習
慣
が
な
い

⑧
お
酒
を
毎
日
飲
む

⑨
喫
煙
の
習
慣
が
あ
る

⑩
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
い
つ
も

　

何
か
を
食
べ
て
し
ま
う

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
生
活

○
食
生
活
面

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
き
の
こ
類
・
海
藻
類

な
ど
の
植
物
繊
維
は
、
余
分
な
脂

肪
分
を
排
出
す
る
働
き
が
あ
り
ま

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
に
は

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
、
お
腹
の

中
の
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い

て
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
肥
満
で
す
。
腹
囲
（
お
へ

そ
周
囲
）
が
男
性
85
㎝
以
上
、
女

性
90
㎝
以
上
あ
る
う
え
に
、｢

高

血
糖｣

｢

高
血
圧｣

｢

高
脂
血｣

な

ど
を
２
つ
以
上
持
っ
た
状
態
を
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い

い
ま
す
。
今
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
が
生
活
習
慣
病
の
根

本
原
因

に
な
っ

て
い
る

と
言
わ

れ
て
い

ま
す
。

　

  

「
大
内
子
ど
も
祝
太
鼓
」

　

写
真
は
、
９
月
15
日
に
行
わ
れ

た
運
動
会
で
の
演
奏
の
一
コ
マ
で

す
。例
年
、保
護
者
や
地
域
の
人
々

が
大
勢
集
ま
る
運
動
会
な
ど
の
行

事
に
は
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
い
つ
も

と
違
っ
て
青
い
法は
っ
ぴ被
で
は
な
く
道

大内小学校から

着
と
袴
で
の
演
奏
で
、
特
別
な
重

み
と
緊
張
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

　

演
奏
は
予
想
に
違
わ
ず
、
練
習

を
重
ね
て
き
た
桴ば
ち

さ
ば
き
と
響
き

渡
る
音
を
披
露
す
る
こ
と
が
出

来
、
満
場
の
拍
手
を
得
て
、
余
韻

を
残
し
な
が
ら
午
後
の
種
目
が
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
大
内
子
ど
も
祝
太
鼓
」
は
、
郷
土
芸

能
の
「
祭
ば
や
し
」「
馬
頭
祝
太
鼓
」

を
も
と
に
、
20
数
年
前
に
発
足
し
、
以

来
児
童
の
手
か
ら
手
へ
と
引
き
継
が

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。１
年
間
の

練
習
は
12
月
の
配
置
決
定
に
始
ま
り

ま
す
。太
鼓
を
受
け
持
つ
６
年
生
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
下
級
生
を
教
え
ま
す
。

放
課
後
や
昼
休
み
、短
い
休
み
時
間

で
も
自
主
的
に
行
い
ま
す
。初
め
は

リ
ズ
ム
を
覚
え
る
こ
と
。
次
に
、手

や
足
の
使
い
方
、
体
の
動
か
し
方
、

桴
の
持
ち
方
か
ら
叩た
た

き
方
に
移
る

こ
ろ
、タ
イ
ヤ
を
叩
く
鈍
い
音
が
学

校
中
に
響
き
ま
す
。

　

そ
し
て
６
年
生
の
卒
業
式
は
、下

級
生
に
と
っ
て
は
「
デ
ビ
ュ
ー
の

日
」
で
あ
り
、初
め
て
大
勢
の
前
で

演
奏
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。６
年

生
も
そ
の
演
奏
に
感
激
し
て
卒
業

し
、下
級
生
は
伝
統
を
引
き
継
い
だ

誇
り
を
持
っ
て
練
習
に
励
み
ま
す
。

こ
の
和
太
鼓
の
響
き
と
音
の
柔
ら

か
さ
、
強
さ
に
は
定
評
が
あ
り
、
校

内
行
事
で
の
演
奏
を
始
め
、町
や
諸

団
体
の
要
請
を
受
け
て
演
奏
し
て
い

ま
す
。

　

運
動
会
の
時
期
は
、
一
年
間
の
内

で
最
も
技
量
の
上
が
っ
て
い
る
時
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
こ
う
と
す
る
心
や
友
だ
ち
と
認

め
合
う
気
持
ち
も
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
区
敬
老
会
な
ど
で

も
演
奏
し
て
い
ま
す
。
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

「
模
倣
犯
」
事
件
か
ら
９
年
が
た
っ
た
。
事
件
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
れ
ず
に
い
る
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
前
畑
滋
子

の
も
と
に
、
萩
谷
敏
子
と
い
う
女
性
が
現
れ
る
。
12
歳
で
死

ん
だ
息
子
に
関
す
る
、
不
思
議
な
依
頼
だ
っ
た
。
少
年
は
16

年
前
に
殺
さ
れ
た
少
女
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
前
に
、
そ
れ

を
描
い
て
い
た
と
い
う
。
敏
子
の
亡
き
息
子
へ
の
強
い
思
い

を
感
じ
た
滋
子
は
調
査
に
乗
り
出
す
が
…
。

◇
『
布
お
も
ち
ゃ
＆
布
え
ほ
ん
』　

い
し
か
わ
ま
り
こ
／
著
（
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）　
　

◇
『
反
転　

闇
社
会
の
守
護
神
と
呼
ば
れ
て
』　

田
中
森
一
／
著
（
幻
冬
社
）

◇
『
は
じ
め
て
の
数
式
処
理
ソ
フ
ト
』　

竹
内
薫
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
風
紋
』　

大
庭
み
な
子
／
著
（
新
潮
社
）　

◇
『
き
も
の
ま
る
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』　

泉
二
弘
明
／
監
修
（
淡
交
社
）

◇
『
ぼ
く
、
カ
ギ
を
の
ん
じ
ゃ
っ
た
！
』
ジ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ン
ト
ス
／
著
・
前
沢
朋
枝
／
訳
（
徳
間
書
店
）

◇
『
道
は
自
分
で
切
り
ひ
ら
く
』　

広
岡
勲
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
真
夜
中
の
商
店
街
』　

藤
木
稟
作
・
徳
永
健
／
絵
（
講
談
社
）

◇
『
子
ど
も
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・
Ｉ
Ｔ
用
語
辞
典
』　

渋
井
哲
也
／
著
（
汐
文
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
哲
史
／
著
（
講
談
社
）

　

珍
奇
な
意
味
不
明
の
言
葉
を
発
す
る
癖
の
あ
っ
た
変
わ
り
者

の
叔
父
の
こ
と
を
、
兄
弟
の
よ
う
に
育
っ
た
「
私
」
が
小
説

「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」
に
書
こ
う
と
試
み
る
が
、
書
き
あ
ぐ
ね
て

い
る
間
に
叔
父
は
失
踪
し
て
し
ま
う
。
本
書
は
、
第
１
３
７
回

芥
川
賞
・
第
50
回
群
像
新
人
賞
受
賞
作
品
で
す
。

「
と
に
か
く
面
白
く
読
め
る
」
と
の
お
墨
付
き
の
一
冊
で
す
。

『
ア
サ
ッ
テ
の
人
』

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
作
（
集
英
社
）

　

少
年
ス
パ
イ
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
ラ
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
決
死
の
戦
い
！
十
四
歳

の
ス
パ
イ
ア
レ
ッ
ク
ス
が
胸
の
す
く
よ
う
な
痛
快
さ
で

つ
ぎ
つ
ぎ
と
難
事
件
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
さ
せ
ら
れ
る
、
巧
み
な
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

『
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
』

那珂川町
図書館

『
楽
園
上
・
下
巻
』

俳　

句

短　

歌

川　

柳

収
穫
を
祝
ふ
太
鼓
や
村
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

星　
　

健
彦

落
暉
い
ま
畑
一
面
に
唐
辛
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

又　
　
　

星　
　

幸
子

球
児
ら
の
声
高
く
な
る
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

青
木　

俊
蓉

梅
干
し
て
庭
い
っ
ぱ
い
の
香
り
か
な　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

永
森　

悦
子

雲
迅
き
那
須
の
山
な
み
夕
河
鹿　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

小
川
の
ぶ
子

立
秋
や
与
一
の
郷
の
水
旨
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
西
の
原　
　

金
井　

和
子

脳
ト
レ
の
ゲ
ー
ム
機
な
れ
ど
絵
を
描
け
ば
「
描
け
ま
し
た
ね
」
と
文
字
に
現
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

茅ひ
ぐ

蝉ら
し

の
山
を
揺
る
が
す
程
に
鳴
く
十
日
余
り
の
命
を
ひ
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

西
宮　

定
子

道
の
端
に
葛
の
花
び
ら
散
り
て
を
り
猛
暑
続
け
ど
秋
は
し
の
び
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

佐
藤　

節
子

自
転
車
の
乗
り
方
習
ふ
わ
が
姿
テ
レ
ビ
に
見
れ
ば
身
を
縮
め
ゐ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

も
う
す
ぐ
に
親
と
な
る
子
の
へ
そ
の
緒
を
み
つ
め
て
思
ふ
過
ぎ
去
り
し
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

吾
妻　

洋
子

花
を
指
し
雲
に
声
上
げ
お
さ
な
ご
は
総
身
に
秋
を
引
き
寄
せ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

佐
藤　

孝
子

　
　人

情
が
減
っ
て
温
暖
化
が
進
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

多
少
で
も
孫
に
小
遣
い
や
れ
る
幸　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

学
費
な
ら
任
せ
て
お
け
と
里
の
父　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

雑
草
と
い
た
ち
ご
っ
こ
の
夏
盛
り　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

米
俵
ど
ん
と
重
ね
て
農
機
具
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀
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故 

笹
沼
政
男
氏
に

　
　
　

従
五
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
６
月
12
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
元
馬
頭
町
立
馬
頭
中
学
校
長
笹
沼
政

男
氏
（
小
砂
）
は
、
生
前
の
功
績
に
対
し

て
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
川
地
区
土
地
改
良
区

　
　

合
併
予
備
契
約
書
調
印
式

　

小
川
地
区
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
を

強
化
し
よ
う
と
９
月
14
日
、
小
川
公
民
館

で
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
書
調
印
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
式
は
小
川
第
一
、
小
川
、
小

川
第
二
、
小
川
芳
井
、
小
川
北
部
、
小
川

薬
利
、
小
川
町
吉
田
、
権
津
川
用
水
の
８

土
地
改
良
区
が
合
併
す
る
も
の
で
、今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
改
良
区
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
合
併
の
承
認
を
得
て
、
来
年
４

月
、
小
川
土
地
改
良
区
新
設
合
併
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

佐
藤
勉
合
併
推
進
協
議
会
長
は
「
今
後

は
新
土
地
改
良
区
を
よ
り
し
っ
か
り
と
し

た
組
織
に
成
長
さ
せ
、
地
域
の
農
業
振
興

に
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
改
良
区
理
事
長
が
合
併
予
備
契

約
書
に
署
名
、
捺
印
し
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
土
地
改
良
区
は
総
面
積

７
６
０
ha
、
組
合
員
数
８
１
３
人
と
な
り

ま
す
。

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

武
茂
小
児
童
な
ど
優
秀
賞
を
受
賞

　

子
ど
も
た
ち
が
「
食
」
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
烏

山
地
区
食
生
活
改
善
推
進
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
子
ど
も
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
９
月
５
日
、
烏
山
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
自
分
で
つ
く
ろ
う
朝
食
」
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
児
童
た
ち
は

決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
、
自
分
で
考
え
た

朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
に
腕
を
奮
っ
て
い
ま

し
た
。

　

那
珂
川
町
で
は
次
の
児
童
た
ち
が
受
賞

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

優
秀
賞　

「
ツ
ナ
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
と
マ
リ

ネ
サ
ラ
ダ
」

　
　

高
野
豪
太
（
武
茂
小
６
年
）　

　
　

高
野
里
菜
（
武
茂
小
６
年
）

入　

賞

「
ウ
イ
ン
ナ
ー
オ
ム
レ
ツ
と
ト
マ
ト
の
カ
ッ

プ
サ
ラ
ダ
」

　
　

尾
賀　

想　
（
武
茂
小
４
年
）

　
　

五
十
嵐
里
菜
（
武
茂
小
４
年
）

入　

賞　

「
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
入
り
ポ
テ
ト
の

ピ
ー
マ
ン
詰
め
」

　
　

大
金
千
春
（
馬
頭
西
小
４
年
）

　
　

佐
藤
美
咲
（
薬
利
小
５
年
）

百
歳
を
迎
え
た
笹
沼
信
義
さ
ん
に　
　

　
　
　

 

祝
い
金
と
花
束
を
贈
呈

　

９
月
30
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
笹
沼

信
義
さ
ん
（
小
砂
）
を
28
日
に
、
川
崎
町

長
が
訪
問
。
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の

祝
詞
、
町
か
ら
は
祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

笹
沼
さ
ん
は
酒
も
タ
バ
コ
も
た
し
な
ま

ず
、早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し
い
生
活
で
、

自
分
で
食
べ
る
野
菜
は
自
分
で
作
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
、
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
そ
う
で
す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
を
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
、「
子
ど
も
時
代
、
小
砂
か
ら
大
山
田

小
学
校
に
２
年
間
通
っ
た
。
朝
は
暗
い
う

ち
に
家
を
出
な
い
と
学
校
に
間
に
合
わ
な

い
。
通
う
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
結
果

的
に
体
力
づ
く
り
に
な
っ
た
」
と
昔
を
振

り
返
り
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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和
舟
実
習　
馬
頭
高
校
水
産
科 

　

９
月
25
日
、
富
山
橋
付
近
の
那
珂
川
で

馬
頭
高
校
水
産
科
２
年
生
13
名
が
、
総
合

実
習
の
水
に
親
し
む
教
育
の
一
環
と
し
て
、 

鮎
釣
り
舟
で
あ
る
和
舟
の
操
縦
法
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
南
部
漁
協
理
事
の
武
石
廣
二
さ

ん
（
富
山
）
を
講
師
に
迎
え
、
舟
の
構
造

の
説
明
や
舟
竿
一
本
で
の
操
縦
の
仕
方
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
で
の
漕
艇
は
経
験
済
み
の
生
徒

た
ち
で
す
が
、残
暑
厳
し
い
日
差
し
の
中
、

櫂か
い

と
は
勝
手
が
違
い
、
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
舟
竿
で
の
操
作
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
伝
統
的
な
和
舟
の
操
縦
法
を
頑

張
っ
て
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

小
川
中
で
巡
回
舞
踊
公
演

　

９
月
21
日
、
小
川
中
学
校
で
巡
回
舞
踊

公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
に
対
し
、
優
れ
た

舞
踊
公
演
を
直
接
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供

し
、
芸
術
に
触
れ
る
喜
び
を
体
験
さ
せ
、

芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、
日
本
舞
踊
、
現
代
舞
踊
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
３
つ
の
舞
踊
が
公
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
演
者
の
舞
踊
の
ほ
か
、
講
師
の
指
導

の
も
と
各
演
目
に
お
い
て
生
徒
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。
日
本
舞
踊
で
は
小
道
具
を

使
っ
た
踊
り
、
現
代
舞
踊
で
は
「
重
さ
」

を
表
現
す
る
踊
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

で
は
基
本
動
作
で
あ
る
足
を
高
く
上
げ
た

り
、
回
転
し
な
が
ら
の
歩
行
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
丸
木
舟
体
験

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
展
示

会
「
川
で
つ
な
が
る
縄
文
人―

交
流
と
交

易
か
ら
見
た
那
須―

」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
縄
文
時
代
の
乗
り
物

の
丸
木
舟
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、
那
珂
川
沿
い
の
大
桶
運
動

公
園
（
那
須
烏
山
市
）
の
池
で
、
参
加
者

30
名
が
見
守
る
中
、
進
水
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
桑
野
正
光
館
長
か
ら
「
な
す
こ
だ

い
丸
」と
命
名
が
披
露
さ
れ
た
丸
木
舟
は
、

モ
ミ
の
木
を
材
料
と
し
、
地
元
の
大
工
佐

原
一
彦
さ
ん
（
小
川
）
と
佐
原
昭
司
さ
ん

（
浄
法
寺
）が
三
カ
月
が
か
り
で
製
作
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、交
代
で
丸
木
舟
に
乗
船
し
、

縄
文
時
代
の
那
珂
川
の
交
易
な
ど
に
思
い

を
馳は

せ
な
が
ら
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。

闘
病
記
を
自
費
出
版

「
生
き
て
輝
い
て
～
修
羅
の
道
10
年
」

　

元
小
川
中
学
校
教
諭
の
藤
田
カ
ツ
子
さ

ん
（
小
砂
）
は
今
年
の
春
、
自
ら
の
が
ん

闘
病
記
「
生
き
て
輝
い
て
～
修
羅
の
道
10

年
」
を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
平
成
７
年
、
健
診
で
乳
が

ん
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
職
場
復
帰
す
る
か
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
に
救
わ
れ
、
通
院
し
な
が
ら

も
英
語
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
ち
続
け
、

56
歳
で
退
職
。
発
病
か
ら
手
術
、
闘
病
生

活
、
職
場
で
の
葛
藤
な
ど
10
年
間
の
足
跡

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

出
版
に
つ
い
て
、「
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
つ

ら
い
時
に
は
決
し
て
あ
き
ら
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運 動 会
　町内の８小学校で9月15日、運動会が開催されま
した。児童たちは練習の成果を元気いっぱい保護者
に披露していました。
　また、健武小学校と和見小学校は9月22日、馬
頭東中は9月8日、思い出に残る「最後の運動会」
「体育祭」が開催されました。

健 武 小

薬 利 小

小
川
南
小

馬頭東中

馬頭西小 小 川 小

馬 頭 小 和 見 小

パン2でGO！ 上のカゴに入れば３得点 だるま運び 親子二人三脚

運をつかむのは誰だ男の闘い“東雲最終戦”86人の輝く笑顔

よさこいソーラン 背をとぶ孫悟空 応援綱引き

入場行進 お手つだい大すき 団体メドレーリレー紅白PTA対抗玉入れ

パワーぜんかい

あ
り
が
と
う
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お知らせ

平成20年度町立幼稚園園児募集

対象児・定員

３年保育課程（満３歳児）　　　

ひばり幼稚園　　　　　　30名程度
小川幼稚園　　　　　　　20名程度
２年保育課程（満４歳児）　若干名
募集期間　10月22日～11月20日
通園範囲　那珂川町全域
保育時間　午前９時～午後２時30分
　　　　 （1日5時間30分）
保育料　　月額　8,000円
申し込み・問い合わせ

ひばり幼稚園　☎0287－92－2301
小川幼稚園　　☎0287－96－2130
教育委員会学校教育課
　　　　　　　☎0287－92－2036

平成20年度保育園入園申し込み

定員　馬頭中央保育園（120名）
　　　大山田保育園　（45名）
　　　大内保育園　　（60名）
　　　馬頭北保育園　（50名）
　　　馬頭南保育園　（45名）
　　　小川第１保育園（60名）
　　　小川第２保育園（60名）
　　　小川第３保育園（40名）
募集期間　10月22日～11月20日
入所対象者　満１歳児から小学校就
学前まで（馬頭中央保育園のみ６カ
月児から小学校就学前まで）
入所基準　保護者及び同居の家族全
員（祖父母・おじ・おば等）が下記
の理由によりお子さんを家庭でみる
ことができない（保育に欠ける）と
認められる場合のみ入園できます。
①昼間仕事をしている
②妊娠中または出産後まもない
③病気･けが･精神や身体に障害がある
④同居の親族を常時介護している
⑤災害等にあい、その復旧にあたっ
　ている
保育時間　午前７時30分～午後６時

（馬頭中央保育園のみ午後７時まで
の延長保育を実施）
土曜１日保育　平成20年度からは、
馬頭中央保育園及び小川第１保育園
でのみ実施（詳細はお問い合わせく
ださい）
保育料　児童の父母等の前年分の所
得税額、前年度分の町民税課税状況
等により決定します。
その他　申し込みが定員を超えた場
合は、保育の必要性の高い順に選考
し、希望する保育園に入園できない
場合があります。
入園申し込み受付場所

　健康福祉課（本庁及び小川支所）
及び各保育園
必要書類

　・保育園入所申込書
　・就労状況調査書（児童と同居し
　　ている65歳未満の方全員）
問い合わせ

　健康福祉課児童福祉係
　　　　　　☎0287－92－1119

平成20年度版農業日誌等の
申し込みのご案内

・農業日誌　　　　1,400円
・ファミリー日誌　1,400円
・新農家暦　　　　  480円
申し込み期限　10月24日（水）
申し込み・問い合わせ

農林振興課　☎0287－92－1113
小川支所産業建設課
　　　　　　☎0287－96－2116

町営墓地使用申し込みのご案内

　町では、小川墓地の使用申し込み
の受付を下記のとおり行います。
墓地の概要

・名称　那珂川町小川墓地
・所在　那珂川町谷田１９１番地
・区画　第21号１区画
・面積　3.6㎡
・使用料　30,000円

※ 使用許可時１回のみ
・管理料　年 1,500円
 （管理料は、毎年納入）
使用者の資格

　本町に住所を有する方
申し込み方法

　使用許可申込書に必要事項を記入
のうえ、住民生活課（本庁または小
川支所）に提出してください。　　
　申込書は、住民生活課（本庁また
は小川支所）にあります。
申し込み期間

　10月22日～11月2日
使用者の決定

　応募多数の場合は、抽選により使
用者を決定します。
　抽選日は、後日申込者に直接連絡
いたします。
問い合わせ

　住民生活課生活環境係　
　　本庁　　☎0287－92－1112
　　小川支所☎0287－96－2114

那須野が原ハーモニーホール
チケット販売のご案内

　那須野が原ハーモニーホール開催
事業のチケットが広重美術館でご購
入いただけます。
【発売中のチケット】

○11月４日（日）
「鼓童　ONE EARTH TOUR　
2007」　指定席　5,000円
○11月23日（金）
「ウィーン・フィルハーモニア・
ピアノトリオ」　指定席　A席大人
2,200円／学生1,100円
○12月１日（土）
「山形由美とヴェネツィアの仲間た
ち～クリスマス・トリオの夕べ～」
指定席　S席大人2,400円　／学生
1,200円、A席大人1,800円／学生900円
チケット販売のお問い合わせ

広重美術館　☎0287－92－1199
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お知らせ

 「那珂川町第九を歌う会」発表会
～コンサートのご案内～

日時　12月16日（日）
　①午後12時30分開場　１時開演
　②午後２時30分開場　３時開演
会場　小川総合福祉センターあじさ
　　　いホール
入場料　無料（整理券が必要）
申込方法　往復はがきに、郵便番号
・住所・氏名・電話番号・希望時間
①または②を記入のうえ、お申し込
み下さい。
申込締切　11月９日（金）
　　　　　※当日消印有効
その他　定員を超過した場合は抽選
となります。
申し込み先　〒324－0501　那珂川
町小川2524－1（小川公民館内）
「那珂川町第九を歌う会」発表会　係
問い合わせ　「那珂川町第九を歌う
会」事務局　☎0287－96－2322

青少年海外体験学習派遣団員募集！

　那珂川町の姉妹都市であるアメリ
カ合衆国ニューヨーク州ホースヘッ
ズ村でホームステイや学校生活等の
体験をする派遣団員を募集します。
派遣期間　平成20年３月13日（木）
～24日（月）の12日間
※上記の日程については、変更が生
じる場合があります。
派遣先　ホースヘッズ村、ニューヨ
ーク市及びオンタリオ州（カナダ）
ナイアガラフォールズ市（予定）
募集人員　那珂川町在住の中高生12
名（中学２年生及び高校１・２年生
対象）
参加者負担金　10万円（パスポート
取得費用等は含まない）
募集期間　10月10日～30日
申込方法　所定の申込用紙に必要事
項を記入し、在学する学校を通して
生涯学習課に提出して下さい。（申

込用紙は、山村開発センター・小川
公民館にあります）
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　  ☎   0287－92－2897
 　　　　  　FAX 0287－92－0525

 “まほろばの里音楽会”のご案内

　古代楽器の演奏、フォークソン
グ、ポピュラー、JAZZなどを演奏
します。お気軽にどうぞ、お待ちし
ております。
主催　まほらトーンズ
日時　10月27日（土）
開場　午後１時
開演　午後１時30分
場所　なす風土記の丘資料館小川館
　　　南広場（雨天の場合、ふるさ
　　　との森民家）
問い合わせ　☎0287－96－3160
（まほらトーンズ 代表 和泉隆夫）

認定農業者の皆さまへ
農業経営改善個別相談会のご案内  

　経営技術・金融・雇用・法人化な
どの認定農業者の皆さんが抱えてい
る問題や課題に県農業経営指導スペ
シャリスト等が適格にアドバイスし
ます。
日時　11月16日（金）
　　　午前10時～午後3時
場所　南那須庁舎第２別館
費用　無料
参加予定スペシャリスト等           　
税理士　　　　  　 ：大戸孝男 氏              
農林漁業金融公庫　：石田桂子 氏
社会保険労務士　　：沼尾和夫 氏
栃木県農業会議　　：高田　武 氏
農業振興事務所職員他                 
内容 農業経営に係る個別相談
（経営診断・金融関係、税務関係、 
雇用関係、法人関係、農業経営・技
術全般）
申し込み期限　10月31日（水）
申し込み・問い合わせ

南那須農業振興事務所経営普及部
☎0287－82－2661
農林振興課　☎0287－92－1113

ステキな出会いの旅に
出かけよう！

　横浜の人気スポットで、楽しく美
味しく素敵な一日を過ごしてみませ
んか？
　内容盛りだくさんの『わくわくバ
スツアーin八景島』を開催します。
日時　11月17日（土）
集合場所　那須烏山市役所南那須庁
舎駐車場　午前６時45分集合
行き先　横浜グランドインターコン
チネンタルホテル（ランチバイキン
グ）及び八景島シーパラダイス（自
由散策）※午後11時帰着
参加資格　20歳～35歳の独身の方
（男性は南那須地区内在住者に限る）
会費　男性…5,000円
　　　女性…3,000円
定員　男女各１4名（先着順）
申込締切日　10月31日（水）
申し込み・問い合わせ

那須烏山市教育委員会生涯学習課生
涯学習係　　☎　0287－88－6223
　　　　　 FAX 0287－88－2027　

高齢者のインフルエンザ
予防接種

　インフルエンザのまん延を予防す
るため、予防接種を実施します。
　なお、対象者には個別に通知しま
す。
実施期間　10月15日～12月29日
実施場所　指定町内医療機関
接種対象者　65歳以上
接種料金　無料（ただし１人１回）
問い合わせ　馬頭健康管理センター
　　　　　　☎0287－92－1188
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お知らせ

町営住宅入居者募集

※家賃は、所得に応じて決定
募集期間　10月17日～31日
入居予定期日　11月中旬以降
その他　入居資格等の詳細について
は、お問い合わせ下さい。
問い合わせ

建設課管理係☎0287－92－1118
小川支所産業建設課土木管理係
　　　　　　☎0287－96－2116

お詫びと訂正
　９月号10頁タウントピックス「子
ども会レクリェーション大会」の結
果、インディアカの「優勝　栄町育
成会」を「優勝　4区Ａ」にお詫び
して訂正します。

とちぎ“食と農”
ふれあいフェア2007

期間　10月27日（土）～28日（日）
　　　午前10時～午後4時
場所　マロニエプラザ、
　　　宇都宮市体育館
内容　県内農産物及び特産品の展
示・販売、栃木の食材を活かした料
理の情報発信、伝統文化等の紹介、
食と農の体験等
お楽しみイベント

　有名料理人「和・洋・中」による
トークショー、プロバスケットボー
ル栃木ブレックスとのシュートチャ
レンジなど
※27日の午後、県無形民族文化財に

指定されている富山の「ささら舞」

の公演があります。

問い合わせ　とちぎ“食と農”ふれ
あいフェア実行委員会（事務局：栃
木県農政部農村振興課）
☎028－623－2333

交流学習発表会
「にこにこ祭」のご案内

日時　11月７日（土）※雨天実施
　　　午前９時40分～午後２時20分
場所　南那須養護学校
内容　本校児童生徒による合唱等の
発表会及び作業作品の販売、ＰＴＡ
によるバザー等
その他　当日は「学校見学会」も行
っています。参加を希望される方
は、１週間前までにお申し込みくだ

さい。
問い合わせ　☎0287－88－7571

無料「マイカー点検教室」の
ご案内

　（社）栃木県自動車整備振興会南
那須支部では、日ごろの感謝をこめ
て「マイカー点検教室」を無料で開
催します。
日時　10月28日（日）
　　　午後１時30分～午後３時30分
　　 （受付開始：午後１時～）
場所　馬頭商工会
その他　受講者にはマイカーハンド
ブック、粗品等をプレゼント。気軽
な服装でご参加ください。
問い合わせ　馬頭商工会
　　　　　　☎0287－92－2249

南那須地方「食と農の祭典」への
ご案内

　地元の梨や和牛等の試食・販売、新
そばの食べ比べなど、美味しい秋を見
つけませんか。各種イベント盛りだく
さん「安全です・安心です・美味しい
です」を合言葉に開催します。
日時　11月10日（土）
　　　午前10時～午後２時
場所　小川総合福祉センター
内容　食育・地産地消フェア、直売
所まつり、八溝そば祭りなど
問い合わせ　南那須農業振興事務所
　　　　　　☎0287－82－3726
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なかよしひろば
・10月25日（木）午前10：00～　　　　　
　工作をしよう。
・参加申し込み　10月23日（火）まで
・おやつ代　50円

料理教室

「児童館」
10月16日～11月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後５時
（11 月からは午後 4時まで）
☎０２８７－９６－３１０９

婦人ボランティアのおはなし会
・11月10日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
　の絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　児童室

おがわとしょかんおはなし会
・10月27日（土）午前10：30～
　ボランティアさんが絵本を読んでくれたり
　折り紙をおしえてくれます。
・場所　小川公民館 ２階

生け花教室
・10月27日（土）午後1：30～
　フラワ－アレンジメントをしよう。
　器のある人は持ってきてね　　　　　
・参加申し込み（会員以外）　10月23日（火）まで
・花代　700円

第 29回児童館まつり
・11月11日（日）午前9：30～12：00
・内容　工作、ゲームいろいろ、バザーなど
・場所　小川公民館大会議室
・参加申し込み　11月７日（水）まで
・参加費　無料
　たくさんの参加を待ってます。

・10月28日（日）午前10：00～
　「簡単ババロアを作ろう」
・持ってくるもの　エプロン、三角巾
・参加申し込み　10月26日（金）まで
・参加費　無料

なかよしひろば
・11月15日（木）午前10：00～　　　　　
　おやつを作ろう。
・持ってくるもの　エプロン、三角巾
・参加申し込み　11月14日（水）まで
・材料費　100円

・11月14日（水）午後1：30～
　テキスト「06年版ベストエッセイ集－カマキリ
　の雪予想」　日本エッセイスト・クラブ／編
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

・10月17日（水）午前10：30～
・11月 7 日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会

おしらせ
・児童館フェア
・10月20日（土）21日（日）
　午前10：00～午後3：30
・場所　栃木県子ども総合科学館
・内容　楽しいあそびや工作など多数
・参加費　無料
　遊びに来てね

第61回読書週間 10/27～11/9
今年の標語は「君と読みたい本が
ある」です。
ぜひ図書館にお越し下さい。

　
「
力
を
つ
く
し
て
が

ん
ば
ろ
う
最
後
の
運

動
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
９
月
22
日
、
和

見
小
学
校
で
最
後
の

運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
年
生
～
６
年
生

と
保
護
者
が
行
う
団

体
競
技
「
親
子
綱
引

き
」
で
は
気
持
ち
を

一
つ
に
し
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
力

い
っ
ぱ
い
綱
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

図書館の開館時間変更のお知らせ
11月１日～平成20年３月末日まで、開館時間が変更

となりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
開館時間　午前９時～午後５時まで
馬頭図書館 ☎92－5015　小川図書館 ☎96－2335



（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

山
﨑　

銀
二
（
82
）　　

馬　

頭

田
代　

正
男
（
76
）　　

馬　

頭

金
子
正
一
郎
（
100
）　　

馬　

頭

笹
﨑　
　

要
（
73
）　　

馬　

頭

磯
野　

ト
ミ
（
78
）　　

馬　

頭

北
條　

ス
イ
（
87
）　　

健　

武

立
花　

三
男
（
93
）　　

矢　

又

大
森
ハ
ツ
ミ
（
91
）　　

北
向
田

内
田　

志
ん
（
99
）　　

盛　

泉

岡　
　

ヱ
イ
（
78
）　　

大　

内

星　

シ
ツ
イ
（
84
）　　

大　

内

大
髙　

テ
ル
（
76
）　　

大
那
地

益
子
キ
ク
ヱ
（
86
）　　
大
山
田
上
郷

堀
江
ハ
ツ
ノ
（
85
）　　
大
山
田
上
郷

長
山　

久
夫
（
62
）　　

小　

砂

田
所　

勝
夫
（
82
）　　

小　

川

青
木　
　

泰
（
90
）　　

小　

川

渡
邉　
　

宮
（
94
）　　

小　

川

鈴
木　
　

正
（
72
）　　

白　

久

板
橋　

セ
イ
（
98
）　　

東
戸
田

平
成
19
年
8
月
21
日
～

　

平
成
19
年
9
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

2021 広報なかがわ　平成19年10月10日広報なかがわ　平成19年10月10日

10月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 　9,926 人  （－ 3 ）
 　女　　 　9,992 人  （－ 6）
 　計　　　19,918 人  （－ 9 ）
 世帯数　  　5,995　    （＋ 9  ）

（　）内は前月との比較

那
須
の
縄
文
人
の
こ
だ
わ
り

　

那
珂
川
町
に
は
、
那
須
地
域
の

歴
史
的
・
風
土
的
特
性
を
あ
ら
わ

す
数
多
く
の
遺
跡
が
存
在
し
ま

す
。

　

古
墳
や
寺
院
跡
な
ど
が
有
名

で
す
が
、
最
も
多
い
の
は
縄
文

時
代
（
今
か
ら
１
２
、０
０
０
～

２
、３
０
０
年
前
）
の
遺
跡
で
す
。

那
須
地
域
の
遺
跡
の
６
～
７
割
を

縄
文
時
代
の
遺
跡
が
占
め
、
当
時

の
人
々
が
使
っ
て
い
た
道
具
類
も

数
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
日
本
に
は
、
ま
だ

金
属
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
ナ
イ
フ
や
斧
な
ど
、
も
の

を
切
っ
た
り
刺
し
た
り
す
る
道
具

は
、
す
べ
て
石
で
つ
く
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
腐
り
や
す
い
木
製
品
な

ど
と
は
違
い
、
石
は
半
永
久
的
に

残
り
ま
す
。
田
畑
で
石せ
き

鏃ぞ
く

（
石
の

や
じ
り
）
な
ど
を
拾
っ
て
お
持
ち

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

那
珂
川
流
域
は
石
材
が
豊
富
で

あ
り
、
ま
た
箒
川
上
流
部
に
位
置

す
る
矢
板
市
高
原
山
で
は
、
黒
曜

石
が
産
出
し
て
い
ま
す
。

　

黒
曜
石
は
加
工
し
や
す
く
、
ま

た
ガ
ラ
ス
質
で
切
れ
味
が
良
い
た

め
、
縄
文
時
代
に
は
非
常
に
人
気

の
あ
っ
た
石
材
で
す
。
良
質
な
黒

曜
石
は
、
産
地
か
ら
５
０
０
㎞
以

上
離
れ
た
場
所
ま
で
運
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
高
原
山
の
黒

曜
石
も
福
島
県
の
中
通
り
地
方
や

会
津
地
方
ま
で
運
ば
れ
て
お
り
、

貴
重
な
交
易
品
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

那
須
か
ら
高
原
山
ま
で
は
、
日

帰
り
で
も
黒
曜
石
を
取
り
に
行
く

こ
と
が
出
来
る
の
で
、
石
材
に
恵

ま
れ
た
地
域
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
、
身
近
で
手
に
入
る
石
材

だ
け
で
道
具
類
を
ま
か
な
っ
て
い

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
、
他
地
域
の
石
材

も
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

三
輪
仲
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

石
鏃
を
み
て
も
、
地
元
産
の
チ
ャ

ー
ト
や
黒
曜
石
の
ほ
か
、
他
の
地

域
か
ら
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

珪け
い

質し
つ

頁け
つ

岩が
ん

、
メ
ノ
ウ
、
玉ぎ
ょ
く
ず
い髄、
碧

玉
（
赤
玉
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

那
須
の
縄
文
人
た
ち
は
、
な
ぜ

他
地
域
の
石
材
を
積
極
的
に
手
に

入
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

那
須
で
手
に
入
る
石
材
は
、
黒

と
グ
レ
ー
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
に
赤
・
白
・
茶
な
ど
他
地
域
の

石
材
が
加
わ
る
と
、
カ
ラ
フ
ル
に

な
り
ま
す
。

　

前
回
紹
介
し
た
、
新
潟
県
の
糸

魚
川
流
域
で
と
れ
る
硬
玉
（
ヒ
ス

イ
）
も
、
鮮
や
か
な
深
緑
を
し
て

い
ま
す
。
那
須
の
人
々
は
「
色
」

に
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
湯
津
上
館
で
開
催
中
の
企

画
展
で
は
、
町
内
の
縄
文
時
代
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
を
数
多

く
展
示
し
て
い
ま
す
。
那
須
の
縄

文
人
の
「
こ
だ
わ
り
」
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 
（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

学
芸
員　

伊
藤
良
枝
） 

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

大
武
凛り
ん

汰た

郎ろ
う　
　

勉

　
　
　
　
　
　

み
な
こ　

矢　

又

齋
藤　

康こ
う

平へ
い　

高　

洋

　
　
　
　
　
　

い
ず
み　
大
山
田
下
郷

星　
　

明め
い

杏あ　

裕　

之

　
　
　
　
　
　

早　

苗　

小　

川

広
木
ほ
の
か　

達　

也

　
　
　
　
　
　

奈
緒
美　

谷　

田

三
輪
仲
町
遺
跡
出
土　

つ
ま
み
付
き
ナ

イ
フ
（
実
物
は
鮮
や
か
な
濃
赤
で
す
）
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初代広重没後150年記念特別展

第25回

ミニ
ギャラリー

浄
法
寺
農
地
水
保
全
活
動
の
「
ひ
ま
わ
り
」

初代広重と２代広重の諸国名所絵展

－六十余州名所図会と諸国名所百景－

　２代歌川広重（1826～1869）は、初代広重と
同じ定火消同心の鈴木家の子として生まれまし
た。名は鎮平。初代広重に10歳半で入門したと
推測され、画号は重宣。現在確認できる浮世絵
は27歳に発表した「大井川かち渡し」（大判３枚
続）ですが、初作は20歳ごろと考えられます。
２代広重は、初代広重の晩年の作品制作を手伝い
「名所江戸百景」の揃物の中には数点から数十点
２代広重の代作が含まれていると言われるほど画
風は似ています。初代広重が安政５年（1858）
に亡くなる時の遺言に弟子の中で唯一重宣の名だ
けが記されてることからも重宣の存在の大きさが
伺えます。そして翌年の春に重宣は２代広重を襲
名し「諸国名所百景」（大判85枚（未完）安政６
年４月～文久元年9月　版元：魚屋栄吉）の大作
に挑みます。
　図は日本三景の１つ、松島です。場所は宮城県
宮城郡松島町。この松島は太平洋から両手で覆う
ような形をした松島陵の入江にあり、その中には
大小260以上島が点在しています。島々は長年の
自然の浸食により様々な形に変形しているため、
風光明媚の景観となっています。そのため古来よ
り名勝地として和歌や絵画の題材として扱われて
きた。松尾芭蕉は「島々や千々にくだきて夏の
海」と詠んでいます。絵画では谷文晁の「松島暁
景図」や葛飾北斎の「奥州塩竃松島之略図」など
が知られています。画面に小さく配されている五
大堂は、大同２年（807）に坂上田村麻呂が東征
の途上この場所に建立し、後に慈覚大師が五大明
を安置し、慶長９年（1604）に伊達政宗は現在
の形に改築しています。

２
代
歌
川
広
重　

諸
国
名
所
百
景　

奥
州　

松
島　

真
景

【会期】前期　 ９月29日（土）～10月28日（日）
         　後期　11月１日（木）～12月２日（日）
【記念講演会】
　　10月７日（日）　学習院大学講師　藤澤　紫氏
　　11月11日（日）　当館学芸員　　　市川信也
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　　当館学芸員　午後１時30分～
　　前期　９月29日（土）、10月13日（土）
　　後期　11月３日（祝土）、11月17日（土）
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　 （ただし入館は４時30分まで）
【入館料】　　大　 人  　   　800円（720円）
　　　　　　　高・大学生   　500円（450円）
　　　　　　　小・中学生　　150円（135円）
　　　　　　　※（　 ）は20名以上の団体料金
　　　  　　　 ※70歳以上、小学生未満は無料

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
　絵画、写真、絵手紙などの
作品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課 
　☎0287－92－1114

ばとうの観光写真コンテスト受賞作品
入　　　選

さ
さ
ら
舞　

佐
海　
忠
夫
さ
ん
（
真
岡
市
）


